
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
関
す
る
省
令
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
監
査
報
告
の
作
成
、
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
、
会
計
の
原
則
、
短
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
手
続
、
埋
設

処
分
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
、
内
部
組
織
並
び
に
管
理
又
は
監
督
の
地
位
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
開
発
委
託
金
又
は
開
発
委
託
金
回
収
債
権
に
係
る
会
計
処
理
の
特
例
）

（
開
発
委
託
金
又
は
開
発
委
託
金
回
収
債
権
に
係
る
会
計
処
理
の
特
例
）

第
十
二
条

﹇
略
﹈

第
十
二
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

運
営
費
交
付
金
を
財
源
と
し
て
取
得
し
た
開
発
委
託
金
又
は
開
発
委
託
金
回
収
債
権
に
つ
い
て
は
、
当
該
開

発
委
託
金
を
取
得
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
取
得
に
要
し
た
金
額
に
相
当
す
る
額
を
繰
延
運
営
費
交
付
金

（
資
産
）
と
し
て
計
上
す
る
も
の
と
し
、
当
該
開
発
委
託
金
又
は
開
発
委
託
金
回
収
債
権
の
償
却
に
要
す
る
費

用
が
発
生
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、
当
該
費
用
に
相
当
す
る
額
を
繰
延
運
営
費
交
付
金
（
資
産
）
戻
入
と
し
て

収
益
に
振
り
替
え
、
当
該
開
発
委
託
金
の
返
還
又
は
当
該
開
発
委
託
金
回
収
債
権
の
償
還
を
受
け
た
時
点
に
お

い
て
は
、
繰
延
運
営
費
交
付
金
（
資
産
）
を
運
営
費
交
付
金
債
務
に
振
り
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

運
営
費
交
付
金
を
財
源
と
し
て
取
得
し
た
開
発
委
託
金
又
は
開
発
委
託
金
回
収
債
権
に
つ
い
て
は
、
当
該
開

発
委
託
金
を
取
得
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
取
得
に
要
し
た
金
額
に
相
当
す
る
額
を
資
産
見
返
運
営
費
交

付
金
と
し
て
計
上
す
る
も
の
と
し
、
当
該
開
発
委
託
金
又
は
開
発
委
託
金
回
収
債
権
の
償
却
に
要
す
る
費
用
が

発
生
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、
当
該
費
用
に
相
当
す
る
額
を
資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
戻
入
と
し
て
収
益
に
振

り
替
え
、
当
該
開
発
委
託
金
の
返
還
又
は
当
該
開
発
委
託
金
回
収
債
権
の
償
還
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
は
、

資
産
見
返
運
営
費
交
付
金
を
運
営
費
交
付
金
債
務
に
振
り
替
え
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
監
査
報
告
の
作
成
、
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
、
会
計
の
原
則
、
短
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
手
続
、
埋
設
処
分
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
、
内
部
組
織
並
び
に
管
理
又
は

監
督
の
地
位
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
監
査
報
告
の
作
成
、
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
、
会
計
の
原
則
、
短
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
手
続
、
埋
設
処
分
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
、
内
部
組
織
並
び
に
管
理

又
は
監
督
の
地
位
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
埋
設
処
分
業
務
等
に
係
る
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
額
の
算
定
方
法
）

（
埋
設
処
分
業
務
等
に
係
る
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
額
の
算
定
方
法
）

第
五
条

機
構
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下

こ
の
項
及
び
第
七
条
に
お
い
て
「
電
源
利
用
対
策
等
業
務
」
と
い
う
。）に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
か
ら
、
毎
事

業
年
度
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
埋
設
処
分
業
務
等
（
以
下
こ
の
項
、
第
七
条
及
び
附
則
第
二
項
に
お
い
て

「
埋
設
処
分
業
務
等
」
と
い
う
。）に
係
る
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
繰
入
金
額
」
と

い
う
。）は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
埋
設
処
分

の
方
法
ご
と
に
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
、
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
放
射
性

廃
棄
物
（
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
係
る
機
構
法
第
十
七
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
承
継
放
射
性
廃
棄

物
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
埋
設
処
分
業
務
等
に
要
す
る
人

件
費
を
加
え
た
額
と
す
る
。

第
五
条

機
構
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下

こ
の
項
及
び
第
五
条
に
お
い
て
「
電
源
利
用
対
策
等
業
務
」
と
い
う
。）に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
か
ら
、
毎
事

業
年
度
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
埋
設
処
分
業
務
等
（
以
下
こ
の
項
、
第
五
条
及
び
附
則
第
二
項
に
お
い
て

「
埋
設
処
分
業
務
等
」
と
い
う
。）に
係
る
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
繰
入
金
額
」
と

い
う
。）は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
埋
設
処
分

の
方
法
ご
と
に
次
の
式
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
計
額
に
、
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
放
射
性

廃
棄
物
（
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
係
る
機
構
法
第
十
七
条
第
一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
承
継
放
射
性
廃
棄

物
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
埋
設
処
分
業
務
等
に
要
す
る
人

件
費
を
加
え
た
額
と
す
る
。

（
Ｃ－

Ｒ
）÷

Ｑ
×
ｑ

（
Ｃ－
Ｒ
）÷

Ｑ
×
ｑ

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｃ
、
Ｒ
、
Ｑ
及
び
ｑ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｃ
、
Ｒ
、
Ｑ
及
び
ｑ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｃ

機
構
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
一
号
の
量
の
見
込

み
の
う
ち
、
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
計
画
記
載
見
込
量
」
と
い
う
。）の
当
該
事
業
年
度
以
降
の
埋
設
処
分
業
務
等
に
要
す
る
経
費
（
人

件
費
を
除
く
。）の
見
込
額
を
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
現
在
価
値
に
割
り
引
い
た
額

Ｃ

機
構
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第
一
号
の
量
の
見
込

み
の
う
ち
、
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
計
画
記
載
見
込
量
」
と
い
う
。）の
当
該
事
業
年
度
以
降
の
埋
設
処
分
業
務
等
に
要
す
る
経
費
（
人

件
費
を
除
く
。）の
見
込
額
を
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
現
在
価
値
に
割
り
引
い
た
額

Ｒ

埋
設
処
分
業
務
等
に
係
る
勘
定
に
お
け
る
当
該
事
業
年
度
の
機
構
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
積
立

金
の
期
首
残
高
の
う
ち
、
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
埋
設
処
分
業

務
等
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
べ
き
額

Ｒ

埋
設
処
分
業
務
等
に
係
る
勘
定
に
お
け
る
当
該
事
業
年
度
の
機
構
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
積
立

金
の
期
首
残
高
の
う
ち
、
電
源
利
用
対
策
等
業
務
に
伴
い
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
埋
設
処
分
業

務
等
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
べ
き
額

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
十
三
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
関
す
る
省
令
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
監
査
報
告
の
作
成
、
監
事
の
調

査
の
対
象
と
な
る
書
類
、
会
計
の
原
則
、
短
期
借
入
金
の
認
可
の
申
請
手
続
、
埋
設
処
分
業
務
に
係
る
財
務
及
び
会
計
、
内
部
組
織
並
び
に
管
理
又
は
監
督
の
地
位
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
二
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平


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